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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成28年11月14日に提出いたしました第69期第２四半期（自　平成28年７月１日　至　平成28年９月30日）に係る四

半期報告書に訂正すべき事項が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書

の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後のXBRL

形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （百万円） 19,150 16,984 37,228

経常利益 （百万円） 1,980 689 3,510

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,637 533 2,716

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,110 △1,780 1,081

純資産額 （百万円） 48,283 45,591 48,297

総資産額 （百万円） 64,572 57,502 60,983

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 46.08 14.99 76.40

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 45.75 14.97 75.95

自己資本比率 （％） 70.8 75.8 74.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,442 1,864 4,548

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 524 △715 △1,771

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,904 △518 △3,540

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 6,150 5,158 4,901

 

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.88 12.75

　（省略）
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　　（訂正後）

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （百万円） 19,150 16,984 37,228

経常利益 （百万円） 1,980 689 3,510

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,596 527 2,702

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,069 △1,786 1,067

純資産額 （百万円） 47,560 44,890 47,602

総資産額 （百万円） 64,572 57,502 60,983

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 44.92 14.82 76.02

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 44.59 14.79 75.58

自己資本比率 （％） 69.7 74.6 73.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,442 1,864 4,548

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 524 △715 △1,771

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,904 △518 △3,540

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 6,150 5,158 4,901

 

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.52 12.46

　（省略）
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（省略）

(1) 業績の状況

　　（訂正前）

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融政策や財政政策などの経済政策を背景に、緩やかな景気

回復基調が継続しました。一方で、円高の進行や英国の欧州連合（ＥＵ）離脱問題の影響に加え、新興国の経済成

長の鈍化に対する懸念等により、依然として不透明な状況が続いています。

このような状況のもと当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、多機能携帯端末を主用途とし

た電子材料の需要と産業用構造材料の需要が低調であったことから、前年同期に比べ売上・営業利益ともに減少し

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高169億84百万円（前年同四半期比11.3％

減）となり、営業利益５億39百万円（前年同四半期比64.8％減）、経常利益６億89百万円（前年同四半期比65.2％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益５億33百万円（前年同四半期比67.4％減）となりました。

（省略）

 

　　（訂正後）

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融政策や財政政策などの経済政策を背景に、緩やかな景気

回復基調が継続しました。一方で、円高の進行や英国の欧州連合（ＥＵ）離脱問題の影響に加え、新興国の経済成

長の鈍化に対する懸念等により、依然として不透明な状況が続いています。

このような状況のもと当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、多機能携帯端末を主用途とし

た電子材料の需要と産業用構造材料の需要が低調であったことから、前年同期に比べ売上・営業利益ともに減少し

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高169億84百万円（前年同四半期比11.3％

減）となり、営業利益５億39百万円（前年同四半期比64.8％減）、経常利益６億89百万円（前年同四半期比65.2％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益５億27百万円（前年同四半期比66.9％減）となりました。

（省略）
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第４【経理の状況】

２．監査証明について
　　（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

　　（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しております

が、訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社有沢製作所(E01152)

訂正四半期報告書

 6/13



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

（省略）   

負債の部   

（省略）   

固定負債   

長期借入金 1,041,600 1,395,890

退職給付に係る負債 421,983 430,057

資産除去債務 58,319 53,973

その他 301,901 187,891

固定負債合計 1,823,804 2,067,812

負債合計 12,686,266 11,911,017

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,294,347 7,295,712

資本剰余金 6,406,366 6,407,731

利益剰余金 30,217,301 29,932,289

自己株式 △3,670 △3,681

株主資本合計 43,914,345 43,632,051

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 647,068 △105,395

為替換算調整勘定 1,204,968 169,503

退職給付に係る調整累計額 △91,934 △111,030

その他の包括利益累計額合計 1,760,101 △46,922

新株予約権 117,201 132,386

非支配株主持分 2,506,066 1,874,252

純資産合計 48,297,714 45,591,768

負債純資産合計 60,983,980 57,502,785
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　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

（省略）   

負債の部   

（省略）   

固定負債   

長期借入金 1,041,600 1,395,890

退職給付に係る負債 421,983 430,057

資産除去債務 58,319 53,973

その他 997,183 889,425

固定負債合計 2,519,086 2,769,346

負債合計 13,381,548 12,612,551

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,294,347 7,295,712

資本剰余金 6,406,366 6,407,731

利益剰余金 29,522,018 29,230,755

自己株式 △3,670 △3,681

株主資本合計 43,219,062 42,930,517

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 647,068 △105,395

為替換算調整勘定 1,204,968 169,503

退職給付に係る調整累計額 △91,934 △111,030

その他の包括利益累計額合計 1,760,101 △46,922

新株予約権 117,201 132,386

非支配株主持分 2,506,066 1,874,252

純資産合計 47,602,431 44,890,234

負債純資産合計 60,983,980 57,502,785
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

（省略）   

税金等調整前四半期純利益 2,570,381 835,493

法人税等 798,586 267,825

四半期純利益 1,771,795 567,667

非支配株主に帰属する四半期純利益 134,314 33,767

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,637,481 533,900

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

（省略）   

税金等調整前四半期純利益 2,570,381 835,493

法人税等 840,013 274,076

四半期純利益 1,730,368 561,416

非支配株主に帰属する四半期純利益 134,314 33,767

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,596,053 527,649
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 1,771,795 567,667

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,063,221 △752,653

為替換算調整勘定 409,396 △1,167,804

退職給付に係る調整額 △28,828 4,642

持分法適用会社に対する持分相当額 21,363 △432,062

その他の包括利益合計 △661,289 △2,347,878

四半期包括利益 1,110,505 △1,780,210

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 789,559 △1,273,123

非支配株主に係る四半期包括利益 320,945 △507,087

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 1,730,368 561,416

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,063,221 △752,653

為替換算調整勘定 409,396 △1,167,804

退職給付に係る調整額 △28,828 4,642

持分法適用会社に対する持分相当額 21,363 △432,062

その他の包括利益合計 △661,289 △2,347,878

四半期包括利益 1,069,078 △1,786,462

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 748,132 △1,279,374

非支配株主に係る四半期包括利益 320,945 △507,087
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【注記事項】

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　　（訂正前）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 46円8銭 14円99銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
1,637,481 533,900

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
1,637,481 533,900

普通株式の期中平均株式数（株） 35,533,453 35,607,782

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 45円75銭 14円97銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 257,636 61,153

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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　　（訂正後）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 44円92銭 14円82銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
1,596,053 527,649

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
1,596,053 527,649

普通株式の期中平均株式数（株） 35,533,453 35,607,782

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 44円59銭 14円79銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 257,636 61,153

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月９日

株式会社有沢製作所

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 江島　智　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井口　誠　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社有沢製

作所の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る訂正後の四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社有沢製作所及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成28年11月11日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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